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中世北インド民衆思想とカビール

橋本泰元

【l】はじめに

筆者は，これまでカピール（Kabirl398-1488A.、）という，中世北イ

ンドに出現した低ヴァルナ出身で在俗の宗教詩人に魚点を当て，その思想

がヒンドゥー教，イスラーム教という言わば大宗教・大伝統の潮流の中

で，どのように形成され広義のインド思想史上に確固たる地位を占めるに

至ったかを明らかにするために，本文批評的観点を中心に哲学・文学のilli

から探求してきた。本稿は，共時的な面からカピールを比較考察し，その

特徴を見ていこうとする最初のものである。カピール以外の宗教詩人の思

想・文学については，インド内外の研究の平均的な成果に依拠して，その

概要を記述するに留め，詳細な研究を今後の課題として残すためにil記は

煩頃を恐れ省いた。また，カピールの主張からして後代に成立した「カビ

ール派」とはどのような意義を有するのか検討を加えた。そして，岐後に。

カピールの主張の特徴を浮かび上がらせ理解を容易にしようと，その寓説

の中から，特徴的と思われるものの持節を抽出し試訳を添えてある。

【2】中世北インドの宗教詩人

中世北インドの偉大な詩人たちの詩句は，ヒンディー語の源泉に立ち，

その最盛期を代表するものでもあると言われている。彼らのヒンディー語

の詩句は，４００年前と同じように今日のインドの人々にとってⅢきき生きと

しており，身近のものである。学校児童，リキシャの迎転手，ビジネスマン

だれでもミーラーパーイ－（Mirabai)，ナーナク（Nanak）あるいはカピ

ールの詩節の－篇くらいは暗唱できるし，スールダース（SDrdas）やトゥ

ルスィーダース（TuIsidas）の作品は毎年何百万人もの人々を魅了するiiii

HUlに素材を提供しているのである。これらの詩は，内容的には宗教的なの

であるが，主題は普遍的である。それらの詩は社会生活の労誇，移ろい易
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い肉体友情，型切り，美しさ，生死そして愛情の苦悩と昂揚を語ってい

る。

これらの代表的な詩人は,以下の６人である。ラヴィダース（Ravidas)，

カピール，ナーナク，スールダース，ミーラーパーイ－，トゥルスィーダー

ス。これらの詩人たちは，ただの詩人ではなく聖者とも見なされている。

かれらの詩句が書き写され収集されるようになったのと同じ頃に，相当な

量の聖者伝が著されるようになった。そして今日も，「聖者の生涯」を妃述

する学者の浩禰な本から，村から村へと物語をして讃歌を歌いながら排梱

する吟遊詩人の朗調まで様々な形態で墹殖し続けている。宗教集団も，自

分の保護者として受け入れることによって彼らを永遠化する機能を果たし

ており，大衆文化の多くの部門が最近，聖者伝を扱うようになった。漫画

本は聖者が奇跡を称えながら歩む姿を描き，映画産業は超自然の妙技をス

クリーンに描こうと挑み熱中している。

このように表現形態は様々にあるのだが，ここでは一群の聖者を扱うこ

とにする。一群の聖者とは一般的にパクティ（bhakti）の聖者のことを指

す。パクティは唯一の神への悩熱的な愛情を意味し，他者との密接な関り

合いを暗示している。バクティという言葉は「分かつ」を意味するサンス

クリットの語根から派生し，熱狂的でしばしば会衆の形態をとる宗教にお

ける神と人間に対する関係の萠要性を指示している。この一群の聖者を記

述するのに時々用いられるもう一つの言葉は，サンスクリットの存在を意

味する動詞から派生したサント（sant）である。この動詞とその派生形は，

実在であるばかりでなく真実であることを意味している。そこでサントと

は，誠実な或いは善良な人であると同時に人生に本質的なことを体現した

人のことをいう。パクタ（bhakta）という言葉は「帰依者」或いは「神を

愛する者」を意味するが，サントはsaintに対するヒンディー語の類義語
として敬称の意味で用いられている。

中世においては．この二つの用語が，神学の傾向を区別することなく六

人の聖者を指すのに用いられていた。しかし近年になってパクティの二つ

の系統の概要を明確にするために，ｓantとbhaktaを区別するようになっ

た。Ｓantとは，「属性を賦与せず」或いは「形相を賦与せず」唯一の神を崇

拝することを好む聖者のことである。彼らは，多くのヒンドゥー教徒がす

るように形象を通して神に至ろうとする人々に対して批判的な傾向を持
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つ。これに反対の立場をとる，「属性を賦与して」神に至る人々は，神が地

上の事柄を導き助けるために，本当に歴史上存在し，寺院の本尊としての

形であるにしても，形象をとったと主張する。この人々はパクタかヴァイ

シュナヴァ（Vaisnava）と呼ばれている。後者の呼称は，彼らが集団とし

て,至高神ヴィシュヌ（Visnu）の二つの主要な表現態すなわち化身として

のクリシュナ（Krsna）とラーム（Ra、）のうち，どちらか一方の崇拝者で

ある傾向にあるので，適切である。

これら六人の聖者のうち，ラヴィダース，カピールそしてナーナクの三

人は｢無属性｣の系統に属し，スールダース，ミーラーパーイ－そしてトゥ

ルスィーダースの三人は「有属性」の系統に分類されている。そして神へ

の堅固な信仰が,両系統を特徴付けている。例えば｢無属性」の系統の三人

の聖者はみな，スィク（Sikh）教聖典となった詩集成「アーディ・グラン

ト」（AdiG池"[h）の中で代表的人物とされている。この中では「有屈性」

の系統にはまれにしか言及がない。さらに，ナーナクとラヴィダースは明

らかにカピールの系統に属していて，この三名は，中世北インドで函要な

ヨーガ派であったナート（Nath）派の間で展開した観念にある程度影縛を

受けていたのである。そして最も重要なことは，この三人が内面の宗教の

不朽の弁護者であり，「有属性」の宗教のより一般的な表現態一形象と神話

を通しての崇拝一が持つ皮相性と欺畷性を公然と疑っていることである。

形象を崇拝する－「有屈性」の系統一人々も，重要な類似点を共有して

いる。スールダースとミーラーパーイ_の二人は，基本的にはクリシュナ

の帰依者であり，二人が描くクリシュナの世界は相互に近しい関係にあ

る。三人目のトゥルスィーダースは，ラームを親しく描いたが，伝統をみ

れば，彼とクリシュナの崇拝者スールダースとの間には類似性があること

は確かである。この二人が別々の宗教と世代の出身者であるという耶実が

あるにもかかわらず，二人が一度会ったという伝説がある。この仮定には

論理的に十分な関連がある。なぜならクリシュナの帰依者スールダースも

ラームヘの詩を書き，ラームの詩人トゥルスィーは－筒の詩集成をぜんぶ

クリシニナに捧げたのであった。

このように，聖者の二系統の分類があるのだが，聖者全員は，インドの

他の地域で一千年期に亘って力を貯めていた民衆的なパクティ運動を共通

して継承したのであった。
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サンスクリットの良く好まれる一節で，パクティは南インドで生まれた

（Ａ,、６世紀頃）美しい女性として擬人化されていて，西インドの中部で

力を得て成熟し（１２世紀以降）衰弱して，北インドに達して回復し完全に

開花したとされている。この運動の進路は，同じ位何世紀にも亘ってはっ

きりと存続したのである。そのメンバーは，広範ＭＩＩに広がる正式な組織の

成員ではなかったが，宗教における個人の経験の耐要性を熱心に説いた点

で共通していた。それゆえ彼らは，プラーフマンが司祭するヒンドゥー教

の崇拝棟式に特徴的な儀礼至上主義を問題視し，それに付随するヴァルナ

制の偏見を批判したのである。個人の経験の価値を彼らが信頼していたも

う一つの帰結は，自分の信仰の的確な表現方法として土着の地域語を使用

したことである。サンスクリットは，精巧な古語であるが，人々の心にふ

れるにはほとんど役立たなかったようである。

以上のことが，六人の聖者が継承した共通の過去であり，彼らは，各自

の時代において共通した詩的な環境にいたのである。彼らが強調する点は

とても異なるのだが，彼らはみな「ヴィナヤ」（vinaya「哀願」というジャ

ンルの詩作をした。これによって彼らの詩は，その立場が｢有属性｣系統で

あろうが「無属性」系統であろうが係わりなく，同一の詩集成に収められ

るのに相応しいものとなったのである。彼らが同類であったという意識

も，彼らの周りで増大した聖者伝の伝統の中に見られる。すでに見たよう

に，トゥルスィーとスールを結びつけようと時代錯誤的な趨遁が作り上げ

られ，同櫛の趨遁がカピール，ラヴィダースそしてナーナクを関係付ける

ために定型化された。こうした想定された避遁が，パクティの二つの大き

な系統を規定しているのであるが，他の想定された趨遁も，見方を変えれ

ば，その統合を補強していると言えよう。ミーラーパーイ-はふつうラヴ

ィダースの弟子であったと解釈されているが，ラヴィダースは彼女とは反
対の系統におり，またトゥルスィーダースが，ラヴィダースとカビールが

属していたと信じられている師弟の系譜（ラーマーナンドRamanandま

で遡る）のなかに位置付けられているのである。

これらの六人の詩人・聖者は，それ以前にも以降にもないほど，今日の

北インドにおけるヒンドゥー教の宗教的語彙を豊擶にした．崇拝形式，体

制そして政治的文脈においてすら，現代ヒンドゥー教は彼らの詩節を用い

ているのである。五百年の間，これら聖者たちの詩はヤムナー川沿いの地

－８９－



（７３）

帯からピハールの水田地帯そしてラージャスターンの砂漠にまで広まり，

北インド全域をパクティが語られる地域にするのに決定的な役割を担った

のである。彼らの影響が宗教的なものであることは確かであるが，それ以

上である。これらの詩は，多くの人々が持つ最も奥に迫る関心１{－冷酷と

孤独，身分と親密，期待と心酔，そしてそれらの侈さ－を表現しうる高葉

を与えたのであった。これらの現実は，我々が宗教と係わる境界をいとも

容易く超え，同棟にインドという国境を超えるのである。

【3】カビール（Kablr）の主張

bindurakhijautariaibhai／

ｔａｕｋｈｕｓａｒａｉｋｙｍｈｎａｐａｒａｍａｇａｔｉｐ証／/

kahaikabirasunaumrebhai/

Ｔａｍｍａｎａｒｈｍａｂｉｎａｋｉｎａｓｉｄｈｉｐａｌ〃
､÷

（[PT］ｐααα１７４．３．４；[PV］ｐｍｎ１３２）

ピンドゥ（Wl液）を溜めておいて彼岸に行けるなら，

兄弟よ，去勢牛はなぜ最高の帰趨を得なかったのか。

カピールは商う，聴け兄弟よ，

ラームの名号なくて誰が成就を得たか。

北インドの宗教が及ぶ全域で，カビールの言葉ほど説得力があり熱のこ

もった自信に満ちた言蕊はないと言ってよいだろう。カピールは身の回り

の世間といつも争い既成宗教に批判の矢を常に|tijけていた。このことで彼

は，トルコ系末商のスルターンが支配していたパナーラスのマスジッドや

法廷で法服に身を包み香水をつけてイスラーム法を解説していた法官

(qaZI）には好まれるはずがなかった。また，この法官たちと共存していた

議論好きで横柄なプラーフマンの学僧（pandit）たちに好まれるはずもな

かった。さらに，カピールが，今日と同槻に当時も出家の教えを町中に説

き，時には良い身なりをして時には乱れた格好をしていたヨーガ行者の大

きな関心をかう機会もなかった。しかし，カピールが高ったことは，挑戦

的な筬言の形で庶民一店主，漁師，主婦そして力車夫一に確かに受け入れ
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られ，今日に至るまで人々の口に上っているのである。

ヒンドゥー教徒にとって大切なものに関するカピールの句が次のように

ある。

bedapuramnaparhekyagunakharacandanajasabharaノ

ｒａｍｍａｎａｒｈｍａｋｌｇａｔｉｎａｈｉｍｊamnIitijariinlm

kaisaiutaTasiｐａｒａ〃

（[PT］ｐ(ｚ４ｍｌ９Ｌ１；[PV］ｐα“391）

ヴェーダ，プラーナを謎論して何の徳がある，

鬮馬が白檀樹を背負っている如し。

ラームの名号の帰趨を知らずして，どうして彼岸に渡れるか。

イスラーム教徒であるために割礼が必要なのであろうか：

sakatisanehapakarikarisUnatimaimnabadairhgabhaIノ

jaurekhudaiturukamohimkarata

taｕａｐａｈｉｍｋａｔｉｋｉｎａｊａＭ

（[PT］ｐａｄｎｌ７８１；[PV］ｐａｄｎ５９）

力と愛情をもって割礼をしろと私は言わない，兄弟よ。

もし神が私をトゥルク（イスラーム教徒）にしたいなら，

なぜ自然に切れないのか。

また裸形の修行者の実修について：

namgephirerhjogajauhoi／

banakamiTagamukutigayakoM

（[PT］ｐα“174.1；[PV］〃ぬ131）

裸で俳個しヨーガ（合一）が得られるならば，

森の鹿は解脱したのか。
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それからカピールは生を深く内省する：

ｍａｎｕｋｈａｊａｎａｍａｄｕｌａｍｂｈａｈａＬｈｏｉｎａｂarambara/

pakaphaIajogiripara,bahurinalagaiJaraノノ

（[PT］ｓａｊＷ１５､５；[PV］ｓａｈｈｆ12.34）

人間の生は得がたい，何度あるものでなし。

熟れた果実が落ちれば，再び幹に付くことなし。

そして死について：

haTajaraijyamhlakarl,kesajaTaijyauriighasa/

sabajagajaratadekhikari,bhayakablraudasa〃

（[PT］麺ｈｈｆ15.7；[PV］ｓα｣Ｗ12.16）

骨は木材のように燃え，髪は雑草のように燃える。

全世界が燃えているのを見て，カピールは憂鯵になった。

【4】カビールの伝記

ラヴィダースの場合と同じように，これほどの社会への糾弾と生への洞

察を生み出したカビールの生涯について，我々は歴史的に正確なことはほ

とんど知らない。カビールという名前はイスラーム教徒の名前であり，「ク

ラーン」のアッラーの異名で「侭大な」を意味する。しかし，股も真正とさ

れる彼の詩句の中には，カピールが文字通りのイスラーム教徒であること

を示唆する詩句がほとんどないのである。カピールはイスラーム教を受け

入れるよりも批判をしており，明らかに，イスラーム神学の梢妙な点をほ

とんど評価しなかった。彼はヒンドゥー教のやり方により親しんでいたよ

うである。もっともヒンドゥー教も彼の批判を受けており，カピールはイ

スラーム教に表面的に改宗したばかりの社会築団の出身者であるという推
川

測が近年なされている。この推測Iま，伝説や彼に帰せられる詩句に描かれ

たカピールの社会的立場に相応しく思える。
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カピールは明らかに識エジャーティ（julahakori）に所属していて，そ

のジャーティは階層序列の[１１で自己の低い位inを否認する正当な理由をも

ち，イスラーム教に改宗したのであった。詩句と伝記が，カピールの仲間

である職工たちはパナーラス（Banaras＜Varanasi）出身であったと一

致して主張している以外には確かなことは何もないのである。

何世紀にも亘って，パナーラスの織工たちは街の通りや広場を自分の製

品で飾ってきた。インド全土から人々は，バナーラス製の見馴に織られ金

銀で縁取られたサーリーを求めにやって来る。これらの衣料品は目の楽し

みの一つでもある。早朝，職工たちは，ほとんどはイスラーム教徒である

が．鮮やかに染めた糸紹を乾かすために掛け台に一度に何百ヤードも座げ

て伸ばす。そして，もし織｣ﾕたちの住む地区を通ることがあれば，耳の楽

しみも稀ではない。中庭の畷の向こう０１１，広いベランダで男たちは織機に

座り，ぴんと張られた縦糸に横糸を通す杼を熱中した槻子でリズミカルに

すばやく動かしている。しばしば彼らはそうしながら歌っている。こうし

た時が，IMIがり<ねった街の路地に溢れる騒々しい出来事に思いを巡らせ

る機会を与えてくれたのであろう。カピールは確かにたくさんの熟考をし

たのであった。彼の伝記と彼自身のものとされる作品は，カピールが自分

の考えたことにとても輿､H「し，じっと座っていられなくなり飛び跳ねて論

争に加わったことを示している。

カビールが宗教に関する論争に巻き込まれやすい性格で，家計のこと

はあまり気にせずに頻繁に織機を離れていたとは容易に想像できる。この
１２）

ことは，『パクト・マール』（Ｂｌｍｌｂｌａ坑匝に）に対するプリヤーダース
（３）

(Priyadas）の湖:釈に述べられており，この注釈はラヴィダースのものと

共にカピールの生涯に関する最古の肥述の一つである。しかしこの記述

の理由は，すでに引用した詩句から浮かび上がる辛辣で強硬な人柄をもと

に想像できるところとは，かなり遮っている。プリヤーダースは，カピー

ルがなぜ仕事の上でお金をよく儲けられないのかを示す中で，n分が抱く

聖者のあるべき姿の中核に横たわる優しい抽象的な型にカピールの姿を当

てはめようとしているようである。プリヤーダースは，カビールが商売が

下手だった理由の一部は，カピールが仕事をしている間に気づかぬうちに

膜想にしばしば入ったり，布地を光りに市場に行くと自分の寛容な心にお

そらく抗しきれずに貧しい乞食たちに全てを与えてしまうからであると述
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べている。プリヤーダースが記しているところによると，力ビールはそう

なって家に戻ると，その感覚にとても恐ろしくなり，もう市場に行かなか

った。またカピールは，家族がお腹を空かしているのに３日間市場に隠れ

ていた。

最後には万事がうまく行く。プリヤーダースは好みの主題を明示しなが

ら，カピールの他者に対する惜しみない寛大な心に，神が牛車一杯の食料

を家族に贈って応えたと述べている。プリヤーダースは，この出来噸を詳

しく述べるなかで，一瞬立ち止まって次のように記している。この大きな

恵みが戸口に届いたときに，カピールの母親は喜ばなかった。彼女はこの

稼ぎもしない恩恵を受け取っていつしか刑を受けるのではないかと心配

し，この食料を届けて立ち去ろうとする商人を怒鳴りつけた。

この物語はさらに展開して，聖者カピールの寛大な心と信愛のカリスマ

性が鐡族を含む大勢の信奉者をいかにして惹きつけたかを説明する。プリ

ヤーダースの伝記に描かれた他の人物と同じように，カピールのこの人気

が，自分たちの影響力が侵食され立場が危うくなると感じていた－彼らを

ラヴィダースに対していきり立たせたのと同じ感悩一プラーフマンたちの

怒りと嫉妬を引き起こす。この場合，プラーフマンたちはカピールの行動

に不機嫌な母親の忠誠を勝ち取ることができ，母親は彼らに加わって，皆

に大きな苦痛を味わわせたカピールを責め立てる。カビールを裁判に掛け

ようとして，プラーフマンたちは彼を皇帝スィカンダル・ローディー

(SikandarLodi）の前に引き出す｡皇帝は，この時デリーからバナーラス

を訪問に来ていたといわれている。スィカンダルの宮廷の法官（qazI）は

皇帝の前に脆くように命令するが，カピールは拒否して，唯一の神に額ず

くことしか知らないと言う。この言葉は，皇帝が，カピールを鎖で縛って

ガンガー川の真中に投げ捨てよという裁決を出すのに充分である。この命

令は実行されるが，皇帝の部下が川岸に戻ると，カピールが無傷で岸に立

っているのを見つける。（カピールの生涯を描く現代の拠画の表紙には，彼

が川の中を歩いて渡ってそこに着こうとしている湊が描かれている｡）兵

士は，魔法が使われているのではないかと疑って，カピールの体を近くに

あった火葬の薪の上の週く。そして薪に点火するが，遺体は魅惑的な黄金

色の光輝を放つばかりである。聖者カピールは傷つくことはないのであ

る。この出来卵はすぐに宮廷に知らされ，カピールは間もなく帰依者のな
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かにインドで最も強力な支配者を加えることができる。

しかしながら，なにもプラーフマンたちの怒りを宥めることは出来な

い。彼らは，王族の耳目を集めるのに失敗したので，カビールの仲間たち

を組織して彼に反目させようとする。プラーフマンたちは，群集がやって

来て何も食べ物がないのを見れば大騒ぎになると期待して，近隣の不可触

民をカピールの家の御馳走振舞に招く。前の場合と同じようにカピール

は，差し迫る群衆の気配を察して身を隠してしまう。

しかし，彼の庇護者である神自身が，カピールの姿になってやって来て

約束を果たし客たちIこの要求を満たす。こうしてプラーフマンたちの悪巧

みはまたもや挫かれる。さらに彼らは，チッタウル（Cittaur）の王妃ジャ

ーリー（Jhall）の宴会でも敗北する。プリヤーダースは明らかにこの主題

が好きである。おそらくそれは，プラーフマンの伝説的な食欲に対する彼

の注釈なのかもしれない。プラーフマンの伝統的な生計は，他のジャーテ

ィ成貝が供する食物にとても依存しているからである。

カピールの生涯の最後は，その生涯がほぼ至る所で受けた注目に較べる

と，鱗くほど節約して語られる．プリヤーダースは。カビールが晩年にパ

ナーラスをあとにし，ゴーラクプル（Gorakhpur）市の数キロメートル北

にあるマグハル（MaghaT）という小さい町に住んだということをほとん

ど語らない。カピールは死期を近くに感じると，花を求めさせ寝床に撒き

広げ，そして神の無限の愛のなかに永遠に融合した｡

この静寂な旅立ちは，より大きな伝承が語る所と全く異なる。より￣般

的に伝えられていることは，カピールの死は大勢の人が目離し,その中に

はヒンドゥー教徒とイスラーム教徒が同じくらいいたということである。

偉大な聖者カピールが他界すると，両教徒は大変興奮してお互いにくって

かかり遺体に対する権利を主張した。しかし，彼らの争いは無駄であった。

互いに亡き骸を奪って争ったあと，彼らが見たものは，亡き骸ではなく－

束の花一別の伝承では二束の花一であった。天からの声_それはカピール

自身だったのか＿はそこにいたイスラーム教徒に慣行に従って。その花束

を埋葬するように助言し，ヒンドゥー教徒には望むようにもう－つの花束
川

を火葬するように助言した。この物語の目的Iま，ヒンドゥー教であろうと

イスラーム教であろうと宗教的憤行はカピールの説く真実在に届かないこ

とを示すことか，或いは，最近出版された本の副題「ヒンドゥー教とイス
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川

ラーム教の統合の使者」のようIこカピーノレを提示することである。カピー

ルの死に際してどちらの群衆が取った方法も，神が唯一であるというカピ

ールの教えを人々が受け入れられなかった股初の例示と言える。

カピールを愛する伝記作者たちは，カピールを彼自身の説く所に従って

受け入れることにおいて，好戦的な二つの群築とまったく変わりがないこ

とを露呈している。例えば，プリヤーダースは，カピールが群災の前でど

れほど恥ずかしがるか，彼の小心さをたいへん強調する。しかし，カピー

ル自身の言説をみれば，正反対であることが判る。カピールは大変挑戦的

で敵に横槍を出させたくなかったのである。

papqiakavanakumatitumalage/

bUrahugeparivarasakalasiurii

rarhmanajapahuabhageﾉﾉ１ekaノノ

（[PT］Ｐａｄａ１９１；[PV］Ｐα血gaurI39）

パンディット（ヒンドゥー教学僧）よ，

どんな悪い考えがおまえにとりついたのか。

不幸にも家族もろとも沈んでしまう，ラームを念じなければ。

kajltaimkavanakatebabakarhnlrfM

parhataparhataketedinablte

gatiekaunahimjatimIrfiﾉﾉｔｅｋａ１ノ

（[PT］ＰａｄＱ１７８；[ＰＶ］Ｐａｄｎｇａｕ『i５９）

カーズィー（イスラーム法官）よ，

それはどの本から解説しているのだ。

〔それを〕読みに読んで何日経った，

〔それでも真実在の〕帰趨をひとつも知らぬ。

プリヤーダースは，また，カピールがパクティの共同体において他者に対

して親切であることに賦与した璽要性を強調する。しかしながら，次の言

葉が好意的に聞こえるだろうか。
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bolanarhkakahierebhai／bolataboIatatattanasal//ｉｅｋａ/／
（[PT］Ｐａｄｎ６１；[PV］Ｐａｄｎｇａｕｒｉ６７）

何を話したらよいか，兄弟よ．

話しているうちに真実が壊れる〔のに〕。

プリヤーダースの説明の中に信頼できることがあるとすれば，それはたぶ

ん，カピールの異様な行為と．それが引き起こした母親の困惑と悲しみを

強調している点である。ある伝説によると，カビールは信心深い連中を遠

ざけるために娼婦を引き辿れ，とても激昂するほどではないにしても母親
を怒らせたことは容易に想像がつく。

マグハルでの花束の出来Ｗも，カピール自身がマグハルについて言わな

ければならなかったことと関連する伝説と比較してみれば，善意の嘘のよ

うである。真正である可能性の充分高い詩節の中で，カビールは，自分を

マグハルに引き寄せたのはヒンドゥー教徒とイスラーム教徒の間に和平を

もたらす衝動ではなかったこと明らかに述べている。カビールはそこで厳

しくヒンドゥー教を非難するというよりも反ヒンドゥー教の立場をとった

ようである。なぜなら彼は，マグハルをパナーラスと同等のレベルにする

ことを明確に主張したのである。いかなるヒンドゥー教徒にとっても，そ

れは過賠な要求である。ある強い伝承に拠れば，カビールは聖都パナーラ

スで死を迎えないように故感にそこを去ったのであり，彼はパナーラスが

永遠の恩忠を与えるという一般的な考え方を認めていたようである。

abakahurarhmakavanagatimorI／

tajiIebanaTasamatibhalthorl/／ｔｅｋａ/／

aurhjaIachoribaharibhayanmlmnarh／

purubajanamahaumtapakahlnam／／

sagaIajanamasivapurlgariivaya／

maratlbaramagaharauthiaya／／

bahutabarisatapuklyakasM

maranubhayamagaharaklbasibasl／／

kaslmagaharasamablcarl／
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ochlbhagatikaisaiutarsiparl〃

（[PT］ｐｑｄｔｚ４６；[BI］ｓｑｂａｄｎ１０８）

さあ教えたまえ，ラームよ’私の解脱はどのようなものか，

パナーラスを去って，〔私の〕望みは少なくなった。

水の外へ出た魚のように〔私は〕なってしまった，

前世において私は苦行を行わなかったからか。

今生涯をシヴァの街で無駄に費やしてしまった，

死期が近づきマグハルに移ってきた。

何年もカーシーで苦行をした，死ぬ時はマグハルの住人であった。

カーシーとマグハルは同じと考えた，

些細なパクティでどうして彼岸に渡れるか。

カピールが晩年をマグハルの職工たちの間で過ごそうとしたことを伝える

多くの伝承を，疑う理由はほとんどない。そして，もしカピールが実際そ

うしたとすれば，それは，ヒンドゥー教徒に対して懐柔を装うものでは決

してなかった。

カピールがヒンドゥー・イスラーム両教徒和解の偉大な代弁者であった

という協調的な学説は，世俗同家インドにおいて信仰・信条に関する確か

に便利な条項であり，また，彼の亡くなった跡に建てられた双生の建物，

ヒンドゥー教寺院とイスラーム教墓廟に雄弁な表現を見出すのである。し

かしながら，この学説は彼の持節の中にはほとんど根拠がない。カピール

は，言説のどこでもこの二大宗教に対して容認の態度を明らかにしてはい

ないのである。これらの宗教が根本的には同じであると人が信じるに至る

カピールの言明は，それらが同じ調子で排誘されている箇所である。

jaurekhudaimasItibasatuhaiauramulukakisakera/

tirathimUratiTammanivasYduhumahirhkinahCImnahera〃

（[PT］Ｐ(Z(1,177,4；[PV］Paaaasavari524）

神がマスジッド（イスラーム礼拝堂）にしかおらずば，

他の土地は誰のもの。
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聖地，神像にラームがおわすというが，

どちらにも誰も見たことはない。

【5】「無属性」（nirguna） の宗教の典型

ヒンドゥー教・イスラーム教に対するカピールの決まった非難は，彼の

大変強い碓信を映し出している。すなわち，唯一なる神は名称をつけるこ

とが出来ず，記述することが出来ず，想像を超えあらゆる束縛を離れてい

る。カピールは，生の真実が，我々の怠愉な偽善を免れる多くの方法につ

いて敏感である。生の真実は，我々の期待に対する挑戦として立ち現れる

極度の孤独と死という状況の巾で，静寂あるいは驚樗の中で，懸命の努力

と代価を伴ってしばしば週遇出来るものである。これらが，カピールが何

度も繰り返し説く主題であり，カビールが自分を表現する方法を形作って

いる。彼は，自分の周りで無駄口をたたくカーズィーやパンディットのよ

うな新たなる予言者になることに全く関心がない。そして彼が長々と喋る

ときは，懲き研めて置けるような宗教的真理のようなものを学びたいと期

待してやって来る聴衆を困惑させるだけかも知れない。こうしたカピール

の人を困惑させるような発話が，我々の理解を無視するので「逆転した言
（６）

葉」（uIatbarhsl）と呼ばれている。

bljabinuankuraperubinutarivara，

binuphUIephalapahariyaノ

bamjhakekokhapUtaautariya，

binupagataravaracarhiya〃

([BI］、bα“１６）

種無しの醤．幹なしの枝，花なしの実がなった。

石女の胎に息子が生まれ，脚なく木に登った。

カピールの他の定型句と同じように，これらの「逆説詩」はたいへん短く

辛辣で粗野であるので，「宗教的」な識話にはほとんど値しない。カピール

の目から見れば，それこそがすばらしいのである。
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カピールが理解していた宗教一もしもそれが宗教ならば＿は，カーズィ
あんじん

￣とパンディットIこ食極をもたらす説戒と安心を説く宗教と全く異なるも

のである。彼の信条は，パクティの宗教のうちで「無属性」あるいは「無形

相」（nirguna）を説く派として伝統的に知られている。その信条では，属

性と形相の二つの側面がないのである。この信条を唱える人たちは，初め

に，唯一の神は言葉で言い表したり概念化したり，また目で見られるよう

な実在ではないと主張する。神は客体ではなく，我々の言語活動や視覚化

できるような象徴物よりも我々の身近に存在し，短く欠陥の多い存在とい

う限界内で我々が理解できる生命よりも身近に存在する。もし我々が神に

週遇するならば，すなわち神が我々に遭遇するならば，その瞬間は，それ

に対して単純で容易な感覚をしばしば待つ。その感覚は空虚なものである

と同時に充足されたものであり，それをカピールは。彼の前にあった実質

的な伝統に従って，「本然な」（sahaja仏教タントラとヒンドゥー．タントラの

述語「倶生｣）と呼ぶ。ここにいろいろな調子で，その覚知が表現されてい

る。

kablramanasltalabhaya,jabapayabTahmagiafhnaノ

jihimbaisandarajagajaraiosomeraiudikasamarimaノノ

（[PT］ｓａＡＢｈｆ１７､１；[PV］ｓａＪＷ３９､４；[BI］sahhf349）

カピール〔は言う〕，心が滑涼となった，

プラフマン（最高実在）の知識を得たとき。

世界を焼き尽くす火（vaiSvanala）が，私には水のようだ。

kablrajantranabajai,Ｉｕｌｉｇａｅｓａｂａｔａｒａ/

jantrabicarakyakaTai・calebajavanaharaノノ

（[PT］ｓａｌＷ１６､１；[PV］ｓｄﾉｾﾉｉｆ46.20；[BI］ｓａｌＷ２９７）

カピール〔は言う〕，楽器は鳴らず，弦がすべて切れてしまった。
（７）

楽器は可哀想にどうすればいい，奏者'よ去ってしまった。

次に，「無属性」のパクティ（nirgunabhakti）が無形相であることの恵
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味に移る。すなわち礼拝行為に関してである。「無属性」のパクティは容易

には体制を形成しないし，世界に存在する宗教的構成体を疑ってかかる。

この点から見れば，イスラーム教は，「ニルグナ」的な神学をとても梢巧に

混入しているにもかかわらず，ヒンドゥー教と同じく非難されるべきもの

である。イスラーム教は，きちっと限定した崇拝様式と聖典を生み出し，

律法と宗教の聖典に記された命令を逸脱した者を罰するに充分自信のある

法律体系を作ってきた。ヒンドゥー教は同じく悪いか．またはもっと悪い

かもしれない。

人間は，太古からの形象への衝動に従い，意識を形成するのに象徴を通

す以外に少なくとも股初は何も出来ないという見方を認めて，ヒンドゥー

教は神をたくさんの形に描き，数多くの出来事の中に神の行為を描いてき

た。これが，「有屈性」（sagupa）の宗教であり，形相をとって行為し趨識

され愛される神に対する崇拝であって，その礼拝様式は同様に形相と屈性

に溢れている。ヒンドゥー教寺院に入っていけば多くの光景と音と匂いに

取り囲まれて，慣れない訪問者は宗教のジャングルに迷い込んだように感

じる。カピールは確かにそう考えた。彼は，司祭僧が女神カーリーに捧げ

る供犠を見るも恐ろしいものと思った。そして，彼は，神を動物や人間の

化身として描きその形態を崇拝し，化身の物語がプラーフマンの解説者た

ちと完備した宗教書産業を生む，こうしたことを全く無意味であると考え

た。

marImaraukusangakLkerakathaimberi／

vahaIaivaciriai，sakatasanganiberi／／

（[PT］ｓａＡＢ腕２４．２；[ＰＶ］ｓａｈｈｉ２５､４；[BI］ｓａｌｂｈｆ２４２）

〔人は〕悪しき交わりで死ぬ，

ベールの木（ベルノキ）の側にあるバナナの木のように。

ベールの水が揺れればバナナの木は裂かれる，

シャークタ派との交わりを止めよ。

sakatakaitUriiharatakarataharibhagatanakaicerl／

dasakabirararhmakaisaranaimjaumaityaumpherl〃
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([PT］Ｐα血161.3；[PV］Ｐα血ramakaIi34；[BI］ｈａｈａｍｌ２９，

１０.）

お前（マーヤー「幻力｣）はシャークタ派のところの略奪者，

ハリ（神）の帰依者の奴碑。

〔私〕奴僕のカピールはラームの庇謹の下におり，

お前が来るや追い過った。

ｒａｍｉｍａＴａｍｍａｒａｒｈｍａＴａｍｉｒａｈｉｅ／

sakatasetibhUlinakahie〃teka1/

kasunahfrhkaurhsummiTatasunaem／

kasakatapahimharigunagaeTii〃

（[PT］，(ZdmZl68；[ＰＶ］Ｐα“asavalll9）

ラーム，ラーム，ラームに専心せよ。

シャークタ派に間違っても〔ラームと〕言うな。（繰り返し）

犬に誰が法典を説くか，

シャークタ派のところでハリ（神）の徳を詠うか。

神話の中の化身思想を徹底して批判して，

tehisahabakelagahusatha／

duidukhamethikehohusanathaノノ

dasarathakulaautarinahimaya／

nahirtilankakeTausatayaノノ

nahiJhdevakIkegarabhahimayaノ

nahiriijasodegodakheIayaノノ

prithimlramanadhamananahimkariｙａ/

pai1hipataIanahimbalichaliyaﾉﾉ

nahimbalirajasomaThdalarari/

nahirhhiranakusabadhalapacharl／／

braharppadhraninahmhdhariyaノ
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chatrlnichatrinahiiiikariya〃

nahirhgobaradhanakaragahidha｢iyaノ

nahimgvalanasangabanabanabanaphiTiya〃

gandakisaligTamanahirhkn1a／

macchakacchahoyanahrhjaIadola/／

dvaravatlsariTanachara／Iejaganathapinqanahiriigarヨノノ

kahahimkablrapukarike・vaipanthematibhpIa／

ｊｅｈｉｒakhaianumanakari,sothUIanahiriiasthulaﾉﾉ

（[BI］、､α”坊）

その主に付き随え，主を得た者は〔生死の〕二苦が消え失せる。

〔その主は〕ダシャラタ王の家に化身しなかったし

ランカー島の王を成敗しなかった。

デーヴァキー姫の胎に生まれなかったし，

〔養母〕ヤショーダーは懐で遊ばせなかった。

大地〔の女神〕に愛着せず抑えることなく，

地底界に入ってパリ王を属さなかった。

〔キシュキンダー国〕王パリと戦を起こさず，

〔悪王〕ヒラニャカシヤブを殺戯しなかった。

野猪の姿になって大地を持ち上げず，

クシャトリヤ（武士）を排斥しなかった。

ゴーヴァルダナ山を手に執り持ち上げず，

牛飼い人と共に森を俳個しなかった。

ガンダキー川の岸にあるシヤーリグラーマ石（ヴィシュヌ神の象徴）

にならず，

魚．、となり水中を泳がなかった。

ドヴァーラカーの地で身体を捨てず，

ジャガンナータの地に遺灰を埋めなかった。

カピールは声を高くしていう，このような道に迷い込むな。

お前が想像している〔その主〕は，粗大でもなく微細でもない。

konamuakahopapditajana，
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sosamujhayakahaumohisana〃

muyebrahmavisnumahesa，paTabatlsutamuyeganesa/

mUyeCandamUyeSeSao

muyehanimantajinhabarhdhalaseta〃

muyekrisnamuyekaratara,ekanamuajosirajanaha｢ａノ

kahaimkablramuanahimsoi,jakoavagamananahoI〃

（[PT］Ｐα血103；[PV］Pqdagaurl45；[BI］ｓａｂａ“４５）

誰が死ななかったか，パンディットの方々よ’

言ってみよ，判ったら私に言ってみよ。

プラフマー，ヴィシュヌ，マヘーシャは死に，

パールヴァティーの息子ガネーシャは死んだ。

月は死にシェーシャ蛇神は死に，橋を掛けたハヌマーンは死んだ。

クリシニナは死に造一切主は死んだが，

ひとり､１１道者は死ななかった。

カピールは言う，去来無き者は死なず。

これらの物語の主眼点が神の限りなく広い愛を描こうとする場合ですら，

カピールは留保する。彼が経験した神の愛は，ある充足感であり，それは

配役を割り当て主客の別離を必ず表現する語りの手法では決して表現でき

なかった。

abamohirhnacibaunaavaiノ

meraumanamandariyanabajavai〃（ekaノノ

ObharathasosDbharabhariyatrisanarfigagariphU1i／

kammacolanambhayapuraJhnamgayabharamasabhachntM

jebahurdpａｋｉｅｔｅｋｌｅａｂａｒＵｐａｎａｈｏＩノ

thaklsamhjasangakebichuTeraTiiｍａｎａｍｍａｂａｓｉｈｏＩノノ

jethesacalaacalahvaithakecukebadabibadaノ

kabaikablramairhpmapayabhayarariimapaTasadaノノ

（[PT］Ｐα“５０;[PV］ＰａｍｓｏＴａｔｈｉ２０）
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もはや私には踊るにも踊れず，

私の心が小鼓（mardaI）を鳴らさず。（繰り返し）

掴れていたものがすっかり満たされ，渇きの壷が破れた。

食欲の長衣（cola）が古びれ，迷妄はすべて消え失せた。

多くの形をなしたが，その形はもはやない。

装いは草臥れ伴は離れて，

ラームの名号が〔私の心に〕住すようになった。

動くものは疲れて不動になり，趨論は的を外した。

カピールは言う，私は満たされた，ラームの恩恵を得た。

しかし，カピールは言葉を諦めたり，言葉に意味を与える共同体を捨て

たりはしなかった。伝統的な伝紀は，カピールにある種の宗教的共同体を

与えている。かれの真正の詩句を注意深く読めば，別の共同体が浮かび上

がるが。プリヤーダースが著したような伝統的な伝把は，カピールが如何

にしてラーマーナンドの輪神的指導を求め弟子になったかを告げる。その

物語によれば，カピールは，自分のような低いジャーティ出身の弟子を誰
も受け入れようとしない倣いプラーフマンを知っていた。そこで，彼は，

そのプラーフマンに師事しようとある策略にでた。カピールは，ラーマー

ナンドがパナーラスにすむ善良なヒンドゥー教徒と同じように毎朝夜明け

まえガンガー川に沐浴に行くことを知っていた。少年カピールは，ラーマ

ーナンドの習慣を注意深く観察し，ある日川に通じる階段に身を横たえ

た。そこは，ちょうど聖者ラーマーナンドがいつも通う場所だった。

カピールが予想していたとおり，ラーマーナンドは暁の闇の中で彼を見

ることが出来ず，その足が次の段ではなく生き物の上に掛かって心配と篤

きで「ラーム」と叫び声をあげた。この言葉は,北インドで神を表わす偉大

な名号の一つで，至高の神ヴィシュヌの主要な化身のひとりを指すと同時

に，神一般をも指す。この「ラーム」は，マハートマー・ガーンディーが研

殺された時に叫んだ言葉である。これは，また，ラーマーナンド自身の名
前の前半部分を表わしている。だから，ラーマーナンドが「ラーム」と叫ん

だ時，カピールは，その言葉を，師が弟子の頭に手を置いて伝授する入門
のマントラ（真言）と解釈することにした。それ以来，カピールはラーマー

１８１

ナンドを導師と見｛M〔し弟子の仲間入りをした。
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ラヴィダース（カピールより少し年上で同じくパナーラスに住した皮革

鞍人のサント）の場合と同じように，カピールとラーマーナンドの関連の

歴史的な硫実性を疑う充分な理由がある。カピールは，その詩の巾で自称

の導師について全く言及していないし，ラームの名号を彼が用いるのは，

ラーマーナンドの弟子に我々が当然期待する場合の股も稀な時にのみであ

る。カピールがラームについてよく語るのであるが，そのラームは「有屈

性｣の意味に於いてではない。カピールは，自分が語るラームと，ヴィシュ

ヌ神の化身であるラームの人々が裏する行為とを結び付けない。カピール

にとって，ラームという言韮は，神の名号の普通に用いられる言葉に過ぎ

ない。そして彼自身が言及し，また自身が居心地良く感ずる共同体は，ラ

ーマーナンドが代表していると思われるヴィシュヌ派の宗教とはかなり趣
ＩＤＩ

を異Iこしているのである。

その共同体とはヨーガ行者の共同体であり，１１～１２世紀頃に多分実在

したゴーラクナート（Gorakhnath）を含むナート（natｈ「守護主」の愈味）

の系譜に迎なる当時影響力のあった派に属するものである。ナート派が志

゛向するのはヴィシュヌとその化身ではなく，ヨーガ行者の典型であるシヴ

ァであり，ナート派ヨーガ行者にとってシヴァは系譜の上で初代の導師ゲ

ルなのである。カピールの時代のナート派ヨーガ行者は，ハタ・ヨーガ

（haLhayoga）を含む梢神的訓練を実修していた。ハク・ヨーガは，奥正

の師(satguru）が熟達者に啓示する速成で本然(sahaja）なる覚知に導く

とされている。ナート派ヨーガ行者は，大きく丸い耳飾と鹿の角で作った
⑫

笛を持っていて，街角Iこよく見掛けられていたようである。ナート派に関

して特異な点は，この派全体があるとき宗教的に，特にヨーガの成就を得

るには出家主義が必要であるという前提を受け入れなくなったことであ

る。彼らは結婚をし，多くの織工を含む在家信者と同じように家長となっ

たのである。カビールの詩には，彼がナート派と密接な一時には友好的な，

時には敵対的な－関係にあったことを示す詩句が執勧に出てくる。そして

彼は，本物の宗教がどのようなものであるかという非常に内面的な理解に

関してナート派に多くを負っていたのである。

カピールとナート派の繋がりの重要なものの一つは，カースト問題に関

するものである。なぜならナート派は，ヒンドゥー教の階層社会を特に軽

蔑しており，多くの不可触氏と低ヴァルナ民はナート派に属していたので
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あった。彼らが支持していた宗教的真実の「無風性」という考え方は，形象

崇拝を説く「有屈性」の宗教とプラーフマンたちの特異分野になった食耶

に関する規定，それらに対する強力なアンティテーゼであったことは確か

である。「無属性」のパクティの中に，ヒンドゥー教社会から疎外されたと

感じた人々にとって自然な避薙所があったのである。

【6】カビールとラヴィダース

上記の理由で，カピールとラヴィダースを繋ぐ自然な絆に，どんな伝統

が作用したかを検討するのは興味ある問題である。二人ともパナーラスの

住人でヴァルナ制において低階層であり，「無属性」のバクティの代表者で

ある。当然，この伝統が二人の絆を堅固にした。般古の物語は，カビールと

ラヴィダースをラーマーナンドの兄弟弟子と描いている。この中には，あ

る程度の神学的な混交がある。というのは，二人とも師ラーマーナンドに

よってヴァイシュナヴァ（Vaisnava）－ヴィシュヌ神とその化身ラームや

クリシュナの崇拝者一になったからである。また，その物語は，二人がど

れほどのことを共有していたかを示している。シュリー・ゴーヴァルダン

プル（SriGovardhanpur）に住すチャマール(伝統的には，皮革業に換わ

るジャーティ）たちがいうのに反して，パナーラスにはカピールとラヴィ

ダースが恰も生まれながらにして兄弟であるという重要な伝承がある。カ

ピールの推定上の生誕地はパナーラス市の西外延にあるラハルターラー

(Lahartara）で，ラヴィダースはそこから遠くない低ヴァルナ民の大きな

村マルアーリー（MaruaTih）で生まれたといわれている。

しかしながら，１７世紀以降，この二人の近しい関係を疑い，二人の聖者

は実際にはある程度敵対していたことを示す文書が出まわるようになっ

た。この韻文で齋かれた「カピールとラヴィダースの対話」（｣ｍｂｆｒ

Ｒａｌ）ｊｍ２ｓＳｍ?8ｍ｡/ＧＯＳ"）は，明らかに，ラヴィダースがカピールに劣るこ
００

とを示そうとした人の手によって著された。ラヴィダース'よ，討論の間ず

っとカピールに敬愈を払っていて，初めのうちはただ「長老」（burhe）と

呼びかけているが，後半では「主」（svaml）と呼びかけている。討論が終

わりに近づくと，ラヴィダースは完璽にカピールの考え方に変わってしま

う。ロ頭でこの二人の聖者を分ける問題は，決定的に重要な「無属性」対

－７１－



（９１）

「有属性｣の議論である。そして，「無属性｣の宗教の立場を終始一貸して信

奉する立場を取るのがカピールである。ラヴィダースには，「有属性」のパ

クティを防衛するという割の悪い役割が割り当てられている。彼は，クリ

シュナやラームが与えてくれる即時的で現世的な救済を人々が必要として

いると主張する。しかし，カピールは,即妙な回答をいつも持っている。例

えば，クリシュナがそこから信徒を救い挙げる地獄は実際には妄想に過ぎ

ない，或いは，ラームの神話は鹿の幻影によって欺かれる可能性を示して

いることを指摘して，彼はラヴィダースを打ち負かす｡それからラヴィダ

ースは，ヒンドゥー教の第三に主要な神である女神シャクティ（Sakti）す

なわちドゥルガー（Durga）の重要性を説こうとするが，カピールはドゥ

ルガーが供機に依存していることを冷笑する。最後にラヴィダースは，「無

属性」と「有属性」の宗教は本質的に同一である－このことはたとえ師匠

ラーマーナンドに教わったとしても－とする誤解に気づいて，カビールに

何が真実かを尋ねる。カピールは，ゴーラクナートが自分の師匠であると

説明し，真実の神は無形相（nirakara）でありその神ラームは内在する

.(atmarama）と教える。ラヴィダースはこの教えを有難くいただく｡

ラヴィダースの信者たちがこの文瞥に時々憤慨したのも驚くに値しな

い。彼らは，二人の議論の結果が正反対に描かれていることを他者に示す

ことが出来るのである。すなわち，ラヴィダースがカビールを打ち負かせ

たと。こうしたものの中に，近年刊行された『パヴィシュヤ・プラーナ』

(BhnDiSyE励冠"α「未来の古諏｣）と『ラヴィダース･ラーマーヤナ」

(RaDi“ｓＲａ"TZZya”「ラヴィダース叙事持｣)がある｡後者の文献は，教義ば

かりでなく実修も扱っており，チャマールが触れて汚れたからといってラ

ヴィダースが差し出した水を逓初カピールがどのようにして断ったか，そ

してカピールが自分の誤りを改めざるを得なかったかを説いている。こう

した小作品は，このような対論が神学的にいかに柔軟かを示している。元

の『カピールとラヴィダースの対話」が，「無属性」と「有属性」の考え方

が究極的には同一のものに至ると考えているラヴィダースを非難している

のに反して，この普遍的な考え方は，『ラヴィダース・ラーマーヤナ」にお

ける洗練された点として見なせる。そしてカピール派が近年出版した文書
四

も同じ主張をする傾向Iこある。
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【7】カビール派（KablrPanth）

カピールの宗派とは？人はどんなにぞっとする思いをしたことであろ

うか。しかし，カピールが，自分の名前が今日のバナーラスで生きている

のを見て感じるだろう蝋きに比べれば，その思いは大したものではなかっ

たのではなかろうか。

バナーラス巾の大きな中心街のひとつが，「カピール街区」（Kablr

Caura）と呼ばれていて，カピールの名前だけではなく寺院の名前に因ん

で，そう呼ばれている。「カピール寺」(Kabirmal）は，さほど遠くはない

路地に隠れてある。この寺は，カピールが住んでいたといわれている部屋

の周りに建てられている。その部屋の中には，かれの遺品が見られる。彼

が)H1いていたという木製の下駄（kharamh)，飲料用の木製の壷（kaman

daIu)，ゴーラクナートから授かった三叉戦（triSUD，そして師資相承を許

可された時ラーマーナンドから授かった大きな数珠（japmaIa）である。

しかし，中庭に向きを変えて僧房を過ぎ，広い場所を占めている本堂をよ

く見ると，カピール自身の言葉，考え方からすればより目立つ物を目にす

ることが出来る。それは，カピール自身の大きな肖像画である。ここには，

形象崇拝に反対する「無属性」の宗教の提唱者が，「敵」の内陣に祀られて

いるのである。カピールは，ある意味で｢有属性」のヒンドゥー教の〃神殿

の－人になったわけである。毎W１幕，カビールに鮒せられている詩節の読

謝が集会の佃侶たちによって速いテンポで行われ，信徒がいれば唱和す

る。この儀礼化された銃調は，カビールの肖像画に灯明を献供する儀式を

伴う。これは，一般的なヒンドゥー教寺院の神像のiiiで行われる儀式と同

じである。そして，カピール派の－支派であるダルマダース（Dharmadas）

派は，カピールの像を祀っているのである。

このカピール寺の夕勤行では，詩節の謎:iIiや献供はカビール自身に向け

られていることが明瞭になる。そして，勤行の最後のほうに行われる儀式

は，カピールにとって極めて衝雛的に映るに違いない.カビールは，プラ

ーフマンが専門化した宗教的知識に通達した振りをしていると飽くことな

く弾劾していた。そして，サンスクリット語がこの独占を可能にしていた

主要な媒体であった。カピールは，サンスクリット譜が古びて大げさな６
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のだと潮笑している。たとえ真正でないとしても，彼の肢もよく知られた

詩節は，古びて小さい井戸からまずい水を飲むか，それとも盛んな流れの

傍で喉の渇きを癒すのかと問い質し，サンスクリット語と民衆語のリズム
0コ

を対照させている。さらに，カピール堂の夕勤行のfit後に，導師が他なら

ぬサンスクリット語で「至高のカピール」と称揚し，勤行に続く説教会も

サンスクリット語で始まる。その日の説教師が，カピールの詩に対するサ

ンスクリット注釈を読み上げるのである。この説教は聴衆のだれも理解で

きないと思う人がいるかもしれないが，そうではない。なぜなら，この寺

は，新参者にサンスクリットを教えるために３１'られた学校を誇っているか

らである。他のカピール派の寺と同じくここでも，在住者と生徒たちは基

本的に下層民であるが，しかし彼らは，禁欲主義の点でプラーフマンの宗

教の特徴を慎重に受け入れているのである。院主は，カピールが被ってい

たとされている同じ円錐形の帽子を被り，上位ヴァルナの宗派の長に捧げ
則

られるようfｴ荘厳に値すると見なされている。

いったい何が起きたのであろうか。マックス・ウェーバーは，宗教史の

中で同様の変容を「カリスマの慣例化」と呼んでいる。そなわち，それは，

人を引き付ける個人の魅力が体制の権威に変質する過程のことである。し

かしながら，もし，カピール派（KabirPanth「力ビールを崇拝する道」の意

味）の歴史が，「慣例化」の歴史であるならば，カピール派は特にヒンドゥ

ー教の形態をとることになる。なぜならば，カピールの教えが成文化され

精神的系譜が権威付けされたばかりでなく，その共同体の少なくともある

支派でカピールは超越的存在すなわち神自身として崇拝されているからで

ある.１８世紀或いは１９世紀に著された「アヌラーグ・サーガル」

(A"皿7画９s､“γ「愛着の海｣）のような聖典では，カビールは，ニランジャ

ン（Nirafijana｢無染」の意味）或いはカール（ＫａＩａ「時間｣，「死」の意味）と

いう原初の創造者の命令下にある常に恐怖させる邪悪な力に対抗して善の

煎を守護するために，時間の始まりにおいて本初の存在によって生み出さ

れたとされている。両者の抗争は激しく，カールが人間を錯乱させ欺くた

めにヒンドゥー教の刀神殿を流出させた後で特に激しくなる。しかし，カ

ピールは，常に，劫期の経過に従いいろいろな化身を通して活動しながら

自分自身を充分に保つことが出来る｡股後に，彼は，世界に自分の其の姿

一言葉が爾来帰依者の心に永く留められている１５世紀のカピールーを見
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０ｺ

せる。そして，善と悪との闘いIま決定的に善の方に傾く。

最も真正と思われる詩節から知られる辛辣で懐疑的なカピールは，この

ような世界観と救済鏡の神秘的な物語－それらが例え彼自身に面白いもの

であったとしても－に対して冷酷な発言を当然待っていたに違いない。さ

らに。彼がパナーラスの寺で勤行を創始したとは，想像しにくい。しかし，

カピール派は，「開祖」に関して沈黙していなかった｡パナーラス市の商人

や牛乳屋は誰でも，また北インド全体が引用すべきカピールの一持節を持

っている。それらは５００年に亘って歌い継がれてきたのであるが,その多

くは，彼が世界に初めて浴びせ掛けた時に持っていたであろう辛辣で迫真

の言葉を保ち続けている。

【8】カビールの詠歌（padα）－訳詩例

kanartigemkabartidheriicaIhma/

jaunahimcinhashatamaramma〃ｌｅｋａﾉﾉ
nariigephirerhjogajauhoi／

ｂａｎａｋａｍｉｒａｇａｍｕｋｕｔｉｇａｙａｋｏＭ
－ヨヴ

mumramurfbemjausidhihol/

saragahimbherhranapahumclkoiノノ

bindurakhijautariaibhaiノ

taukhusaraikyumnaparamagatipaM

kahaikablrasunauiiirebhaIノｒａｍｍａｂｉｎａｋｉｎａｓｉｄｈｉｐａｌ／／

（[PT］Ｐα“１７４；[PV］PCzdngauril31）

裸でなんだ，皮を身に着けてなんだ．

お前が心のラームを覚知していないならば。（繰り返し）

もし裸で俳個してヨーガが得られるならば，

森の鹿が解脱したのか。

頭を剃って成就が得られるならば，

天国に羊は達しなかったのか。

ピンドゥ（輔液）を留めておいて彼岸に行けるのなら，

兄弟よ，去勢牛はなぜ最高の帰趨を得なかったのか。
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カピールはいう，Ullけ兄弟よ，ラームなくして誰が成就を得たのか。

papditakavanakumatitumalage／

bUrahugeparivarasakalasimh

rarhｍａｎａｊａｐａｈｕａｂｈａｇｅ〃Ｉｅｋａ〃

bedapurarimaparhekakyagunukharacandanajasabhaTaノ

rarfimanaihmakigatinahirhjarfmlmkaisaiutarasipara〃

jiabadhahusudharamukari

thapahuadhaTamakahahukatabhal/

apasakaurhmunivarakarithapahukakaukahamfika鏑I〃

ｍａｎａｋｅａｎｄｈｅａｐｉｎａｂＵｊｈａｈｕｋａｈｉｂｕｊhavahubhalノ

mayakaranibidyabecahujanamuabirathajai〃

、３ｒａｄ盆bacanubiasakahatahaisukakauriipUchahujal／

kahaikablraramaimramichUtahunaｍｈｉｍｔａｂｕｒｅｂｈａｌノノ

（[PT］Ｐａｄａ１９１；[PV］Ｐａｄｎｇａｍｌ３８）

パンディット（ヒンドゥー教学僧）よ，

どんな悪い考えがお前に取りついたのか。

不幸にも家族もろとも沈んでしまう，

ラームを念じなければ。（繰り返し

ヴェーダ，プラーナを銃謝して何の徳がある，

圏馬が白檀樹を背負っている如し。

ラームの名号の帰趨を知らずして，どうして彼岸に渡れるか。

命を奪って正法を行っていると言うならば，

悪法は何か言ってみよ，兄弟よ。

互いに優れた牟尼と呼び合っているなら，誰を屠殺人というのか。

心の目が見えず自分を理解できずに，誰を解らせるのか，兄弟よ。

俗世の財のために智慧を売り，〔お前の〕生は徒に過ぎ行く。

〔お前は言う〕ナーラダ仙の言葉，

ヴィヤーサ仙はかく語る，シュカイ山に尋ねようと。

カピールは言う，ラームに専心しておれ，

さもなくば沈んでしまう，兄弟よ。
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kajitairhkavanakatebabakhamnlIh/

parhataparhataketedinabite

gatiekaunahirhjamnlrii//ｉｅｋａ〃

sakatisanehapakarikarisUnatimaｉｍｎａｂａｄａＵｍｇａｂｈａｌ／
janrekhudaiturukamohimkaratatauapahirhkatikinajal/／
ｓ[matikaraiturukajauhonarhtauaurａｔｉｋａｕｍｋａｋａｈｉｅ／

aTadhasarlrlnarinachUtaitatairhhindUrahie/／

hindpturukakaharhtairhaekinaeharahacaIai／

dilamahiThkhojidekhikhojadebhistikahEMhtairhaM
chamrikaterammabhajubaUrejuIumakaratahaibharI／
kabiraipakarltekararhmakiturukarahepaciharI〃

（[ＰＴｍａｄｔｚｌ７８；[PV］Ｐα血gauri59）

カーズィー（イスラーム法官）よ，

それはどの本から解説しているのだ。

〔それを〕読みに読んで何日経った，

〔それでも神の〕帰趨をひとつも知らぬ。（繰り返し）
力と愛憎をもって割礼をしろと私は言わない，兄弟よ。
もし神が私をトゥルク（イスラーム教徒）にしたいなら，

なぜ自然に切れないのか。

割礼をしてトゥルクになるならば，女に何と言えばいい。
半身の女がいなくならないのならば，

ヒンドゥー教徒でなければならぬ。

ヒンドゥーとトゥルクはどこから生じたのか，

誰がこの道を始めたのか。

心の中に探して見て探しあてよ，天国がどこから生じたのか。
その本〔クルアーン〕を捨ててラームを唱えよ，

愚か者よ，重い罪を犯している。

カピールはラームの支えを得た，トゥルクは空しく生きる。

tananarhtajyaukabira／

Tarhmanarhmalikhiliyausarlra／／ｔｅｋａ〃
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ｍｕｓｉｍｕｓｉｒｏｖａｉｋａｂｌｒａｋｌｍａｉ/

ebaTikakaisejlvahirhkhudaiノノ

jabaIagitagabahaurhbehI/tabalagibisarerammasanehiノノ

kahatakabirasunuhumerimai/pUranaharatTibhuvanaTaiノノ

（[PT］Ｐｍａ１２；[PV］Padagaurl21）

糸を張り布を織るのを捨てた，カピールは。

ラームの名号を啓いた，体に。（繰り返し）

密かに隠れて泣く，カピールの母は。

この子は，どうして生きて行けようか，神よ。

〔カピールは言う〕機の杼に糸を通していると，

ラームを愛していることを忘れてしまう。

聞いてください、母よ。

満たしてくれる者〔ラーム〕は，三界の王です。

jaurhpaikaratabaranabicarai/

taumjanataimtinidam｢ｉｋｉｎａｓａｒａｉノノｔｅｋａノノ
●O

jetnmbabhanababhanimjaya/

ｔａｕａｒｆｍａｂａｔａｈｏｉｋａｈｅｎａａｙａノノ

jetumtuTukaturukinirhjaya/

taubhltarikhatanarfikymhnakarayaノノ

kahaikabiramaddimanahiriikol/

ｓｏｍａｄｄｈｉｍａｊａｍｕｋｈｉＴａｒｈｍａｎａｈｏＩ〃

（[PT］Ｐａｄｎ１８２；[PV］ＰａｄａｇａｕｒＩ４１；[BI］、加αj"ｆ６２）

もし､１１道者がヴァルナを考えるならば，

人〔は〕生まれながらにして〔シヴァ神の象徴である額の〕

三本線を何故付けて来ないのか。（繰り返し）

もしお前がプラーフマンで

プラーフマンの女から生まれたのならば，

他の道を通ってなぜ生まれてこなかったのだ。

もしお前がトゥルク（イスラーム教徒）で

－６４－



(９８）

トゥルクの女から生まれたのならば，

〔胎の〕中で割礼を何故してもらわなかったのだ。

カピールは言う，生まれ卑しい者は誰もいない，

口にラームがいない者が生まれ卑しい。

jhp1hetanakaukyagarabavai／

maraitaupaIabhari「ahananapavaiﾉﾉ１eka〃

khlrakhamJaghrtapipdasmfWaraノ

pTamnagaerhIaibaharijaraノノ

jihimsiriraciracibandhatapaga/

sosirucancusariWarahimkaga/ノ

harajaraijaisailakarljhUrI/

kesajaraijaisaitrinakaikurl/／

kahaikabiranaraajahumnａｊａｇａｉ／

ｊａｍａｋａｄａｎｄａｍＵｎｄａｍａｈｉｍｌａｇａｉノノ４ノノ｡●

（[PT］Ｐａｄａ６２；[PV］ＰａｄａｇａｕｒＩ９３；[BI］ｍｂｕ“９９）

使い古した体を何故自慢する，

死ねば一瞬たりとも居られない。（繰り返し）

乳粥，黒穂，ギー（糖製パター）で肉体を飾ったが，

魂が出てしまえば外に出されて燃やされる。

頭を飾ってターバンを巻いたが，その頭を烏が啄ばんで飾り立てる。

骨は乾いた木材のように燃え，髪は蕊の束のように燃える。

カピールは言う，人間はまだ目覚めず，

ヤマ（閥魔）の刑杖が頭の真中に落ちようとしているのに。

bolanariikakahieTebhal／boIatatattanasal/ltekaノノ

bolatabolatabarhaibikara/binuboIemkyakarahibicara〃

santamiIahimkachusuniaikahiaiノ

milahimasantamastikaTirahiaM

gyarfmIrhsamhbolerhupakari/

murikhasaumbolemjhakhama｢iノノ
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kahaikablraadhagha1aboIai/

bhaTahoitaukabahumnaboIaiノノ

（PT］Ｐα“６１；[PV］Ｐａｄｎｇａｕｒｉ６７；[BI］、加αi"ｉ７０）

何を話したらよいか，兄弟よ，

話しているうちに真実が壊れる〔のに〕。（繰り返し）

話しているうちに誤りが増えるが，

話さずにどうして考えることが出来よう。

〔だから〕善き人（サント）に会ったら少し聞き話せ，

悪しき人に会ったら黙っていよ。

知者と話せば利益となり，愚者と話せば無駄となる。

カピールは言う，半分満ちた壷は音をなし，

－杯に満ちた壷は決して音を出さず。

ｋｏｒｌｋａｕｋａｈＵｍａｒａｍｕｎａｊａｍｎａｒｈ／

sabajaguEMimitanayautarfmamﾉﾉｔｅｋａノノ

dharaniakasakikaragahabanai/

candasurujaduinarlcaTiii/／

sahajataralaipUrinapurl/

ajahmhbinairhkathinahaidOrlノノ

kahatakabirakaragahatoTIノ

sDtaisUtamiIaekorI〃３ノノ

（[PT］pqd［ｚｌ５０；[BI］、加αi〃ｆ２８）

コーリー（織工）の秘技を誰も知らず，

〔職工が〕全世界に縦糸を張り巡らせた。（繰り返し）

大地と虚空の〔穴に〕織機を立てて，

月と太隅の二本の杼の糸巻を走らせた。

本然の糸を糸巻に満たし，今日も織っているが先は難しく遠い。

カピールは言う，織工は織機を壊し，糸に糸を絡ませる。

yahuthagamagatasakalajagadolai／
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gavanakaratamosemmukhahmiinabolai〃ｔｅｋａ〃
balapanamkemltahamarai/

hamahimchamrikatacaIehoninarai／/

tUmmeraupurikhahaurhterlnaTI／

toharicalapahanahurhtairhbhari〃

matikaidehapavanakaisarira/

tehimagasaumjanadaraikabira〃

（[PT］ｐα“139;[BI］ｓａｂｑｄｔｚ３７）

この詐欺師が全世界を霜して廻る，

立ち去るときに私に何も話さず。（繰り返し）

私の幼友達よ，私を残してどこへ行ったのだ，－人にして。
お前は私の夫，私はお前の饗，お前の足跡は石より重い。
土の肉体，風の身体，お前の詐欺に人は恐れる，

とカピールは言う。

jaipqchaugobindaparhiyapandita
terakaurhnagurDkaumnaceIa／

apanaimTUpakaurhjamnaimapairahaiake1a〃ｔｅｋａ〃
bariijhakapUtabapabinujaya

binarhparhmhtaTavaracarhiya/

asabinupakharagajabinuguriya

binusandaisangramahiriijuriya/／■CO

bijabinuankuraperabinutravara

binusakhataravaraphaIiya／

ｒＤｐａｂｉｎｕｎａｒｉｐｕｈｕｐａｂｉｎｕｐａｒｉｍａｌa

binuniraimsaravarabhanya〃

devabinadehurapatrabinupUja

binupafikhabhariWarabilabiya/

sDrahoisuparamapadapavai

kl1apatangahoisabajariya/／

dipakabinujotijotibinudlpaka
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hadabinaanahadasabadabaga／

cetanarhhoisucetalljaukablrahaｒｉｋａｉａｎｇｉＩａｇａ/／

（[PT］Ｐｎｄｎ１１９；[PV］PadnramakaIi6）

行って神に尋ねよ，学問を修めたパンディット（学僧）よ，

汝の師は誰か弟子は誰かと。

〔神は〕自分で〔自分の〕姿を知り，

自分ひとりで存在する。（繰り返し）

石女の息子が父親なしで生まれ，脚がなくても高い樹に蟻る゜

武器の付いていない甲冑，象のいない輿が剣を持たずに戦に挑む。

種のない篭，幹のない樹が技なくても実を結ぶ。

美しい姿のない女。花のない芳香，水がなくても池が満ちる。

神のいない神殿，葉を使わない礼拝供鍵，

羽根がなくても蜂が飛んでいる。

勇者ならばその至高の境地を狸得する，

虫や蛾ならば皆燃えてしまう。

灯火のない明かり，明かりのない灯火，

奏でられざる音が際限なく響き渡る。

これを認識できる者は理解せよ，カピールは神の部分に没入した。

【9】カビールの筬言詩（sｸﾞﾉＷ）－訳詩例

sataguTabapurakyakarai･jausikhahimarhhairiicOka/

bhavaityaulhparamodhie,jamhbaThsibajaiephurhka/／

（[PT］ｓａＡＢｈｆＬ５；[PV］ｓＥｈｈｉＬ２１；[BI］ｓｃＷ８ｆ３２１）

正師は哀れにもどうしたらよいのか，弟子に誤りがあるときに。

覚醒させようとすれば，

横笛を鳴らそうと息を吹き掛けるようなもの。

kablracandanakaibirai，bedhedhakapaIasa／

apusarlkhekariIie,ｊｅｈｏｔｅｕｎａｐａｓａﾉノ
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([PT］ｓ雄ｈｉ４１；[PV］ｓａｈﾉﾛｆ２８７；[BI］ｓ飯ｈｉ４９）

カピール〔は言う〕，白檀の樹は，

〔ありふれた〕ダーク・パラーシュ樹をも鋼い囲む。

傍にあるものは何でも自分のようにしてしまう。

manukhajanamadulambhahai，ｈｏｉｎａｂａｒａｍｂａｒａ／

pakaphalajogiripara,bahurinaIagaidara〃

（[PT］”んｈｉ１５．５；[PV］ｓａＪＷ１２､３４；[BI］ｓａｌＷ１１５）

人の生は得がたい，何度もあることなし。

熟した実が落ちれば，再び枝に付くことなし。

kabiraharinlrfidUbaTi，isahariyaraitaIi／

lakhaaheriekajiu,ketikataraibhali〃

（[PT］ｓｄＡＥｈｆ１６．３；[BI］ｓ`ｈｈｆｌ８）

カピール〔は言う〕，牝鹿は痩せている，

この緑茂る湖〔があるのに〕。

１０万の猟師と１頭の生き物，

〔それは〕どうして槍を避けられるか。

dhamhkldadhllakari，tharhlkaraipukaraノ

matibasiparauriiluharakai,jaraidOjlbara〃

（[PT］ｓａｈｈｆ１６．２;[PV］ｓｄｌＷ４６・１０；[BI］S雌ｈｉ７１）

森火事に焼かれた樹が，立って叫んでいる。

鰻冶屋の手に落ちたくない，また焼かれたくない。

harajaraijamiilakarl,kesajaraijaumghasa／

sabajagajaratadekhikari,bhayakablraudasa〃

（[PT］ｓａｈｈｆ15.76[PV］ｓ雌ｈｆ１２．１６；[BI］saABhfl74）
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骨は燃える木材のように，髪は燃える雑草のように。

全世界が燃えているのを見て，カピールは哀しくなった。

kablramanasltalabhaya,ｊａｂａｐａｙａｂｒａｈｍａｇｉａｍｎａ/

jihiriibaisandarajagajarai,someTaiudikasamarfmaノノ

（[PT］ｓﾛﾉＷ１７．１；[PV］ｓ(Ｗｉｆ３９．４；[BI］ｓ餓肺349）

カピール〔は言う〕，〔私の〕心は鎮まった，

プラフマンの知識を得た時に。

世界を燃やす劫火も，私には水のようだ。

birahabhuvangamatabasai，mantranamarimaimkoi／

rammabiyoglnamjiai,ｊｉａｉｔａｂａＵｒａｈｏｉ〃

（[PT］ｓａＡＢｈｆ２.’；[PV］ｓ‘んんｆ３．１８；[BI］sdhhi97）

別離の蛇が体に巣くえば，どんなマントラも効き目なし。

ラームとの別離にある者は生きず，生きても気が狂う。

harihlrajanajauhaTLIaiIaimamrlhatiノ

jabaremilaigaparikhp,tabahiraklsarfilI〃

（[PT］ｓｄｌＷ１８､１；[PV］ｓａｈ伽４９．３；[BI］sahhfl69）

神はダイヤモンドで信徒は宝石商，

〔信徒はそれを〕もって市場に並べる。

眼識のたかい顧客がいれば，ダイヤモンドは売れる。

marlmaraurhkusangakl，kerakathairfiberi／

vahalaivaclriai,sakatasanganiberi〃

（[PT］ｓ雌h'２４．２；[PV］ｓｄｈｈｆ２５､４；[BI］sdhhf242）

私は悪しき交わりのせいで死ぬ，

ベール樹の傍のバナナ〔のように〕。
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それ（ベール樹）が揺れればそれ（バナナの樹）が傷つく，
シャークタ派との交わりを止めよ。

kabiTakothikathakLdahadisilagｉａｇｉノ

papJitapanditajalimue,mUrakhaUbaTebhagiノノ

（[PT］ｓ`んｈｆ21.11；[B】］麺Ahf76）

カピール〔は言う〕，木材でできた屋敷，十方に火が点いた。
パンディット（学僧)，パンディットは焼けて死んだ，

愚か者が逃げて助かった。

jehirfimaragipanOitagae,teigalbahNra/

aughataghaIirafiimakl,tihirhcarhirahakablra〃

（[PT］ｓｄｊＷ２０､４；[PV］“んＡＩ３１．５；[BI］ｓｄｈｈｆ３１）

パンディット（学僧）が行った道を，群集は行った。

ラームに至る険しい渓谷を，カピールは登って〔そこに〕居る。
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